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■推進組織・役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    なお、環境管理責任者は「正」「副」２名体制とし、「副」は「正」が不在の時に 

    その役割を、代行するものとする。 

 

 Ａ．代表取締役 

   当社の環境経営最高責任者として、次の役割を負う。 

① 環境経営システム管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。当該責任者には、現在の

責務に関わりなく、責任と権限を明示する。 

② 経営システムの構築･運用･維持に必要な経営諸資源（人材･資金･機器設備･技術技能を含む）

を準備する。 

③ 環境経営に関する基本理念･基本方針を制定し、基本的な環境目標を設定する。 

④ 環境経営システムの構築･運用に関する情報を収集し、方針･目標をはじめ、システム全体の

見直しを行い、必要あれば改訂を指示する。 

 

  Ｂ．環境管理責任者 

    環境経営システム管理責任者として、次の役割を負う。 

    なお、環境管理責任者は「正」「副」２名体制とし、「副」は「正」が不在の時に 

    その役割を、代行するものとする。 

① 環境経営に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成するために、環境経

営に関する委員会組織を運営する。 

② 環境経営システムの構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報として、

その構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

 

  Ｃ．各部署の長 

    自己の管理範囲内において、全員参画による環境経営システムの運用および管理に責務を負い、

部署内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。 

代表取締役･環境経営最高責任者 

環境管理責任者 「正」「副」２名体制 

環境経営推進委員会 

環境管理事務局 

建築課    事務所（営業を含む） 
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■当社の概要 

（１）事業者名及び代表者名 

株式会社鈴木建設 

 代表取締役 鈴木 将介 

 

（２）所在地  

   本社・工場：静岡県掛川市大池２５４７番地３ 

      街中営業所：静岡県掛川市中町１－１１ 

 

（３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

責任者（正） 鈴木 将介 

責任者（副） 中山 有里菜 

株式会社鈴木建設  

連絡先 ＴＥＬ ０５３７－２１－２１３１ 

ＦＡＸ ０５３７－２１－２１３２ 

 

（４）事業の内容 

住宅新築工事･････････････････････ 60％ 

増築・改築・営繕工事･････････････ 30％ 

公共・企業営繕工事･･･････････････ 10％ 

 

（５）事業の規模 

従業員数        ２１人 

本社延べ床面積     １，１７５平方メートル 

   

（６）認証範囲：本社内全組織全活動 

 

 

（７）売上       ７９１百万 
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■環境方針 

 

 基 本 理 念 

 

㈱鈴木建設は、伝統的かつ近代的技術を練磨し、独自の建築物を皆様に提供し地域文化の構築と 

地域社会に貢献することにより、会社の発展と協力者との共栄をはかり又、 

これをよろこび感謝する人達とともに運営することを旨とする。という会社の基本理念に基づき、 

企業活動の全域において、環境問題への積極的な取組みを通じ、 

企業市民としての社会的責任を果たしてまいります。 

 

行動指針 

 
当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環 

境保全活動を推進します。 

１．  事業活動の全領域で、安全を図り、省エネルギー･省資源･リサイクルなどに配慮した活動・ 

サービスを提供します。 

２．  環境汚染を未然に防止すると共に、環境経営システムと環境保全実績が継続的に改善できる 

ように推進します。 

３．  環境関連法令と当社が参加した協定等を遵守することは基より、可能であれば、自主管理基 

準を設けて環境管理レベルの向上を図ります。 

４．   次の事項を重点的なテーマとして、環境目標を設定し、必要あれば目標を見直すなどの効果 

的な取り組みを行います。 

 （１）「環境への負荷チェック」の結果、特にＣＯ２排出抑制、廃棄物排出抑制については 

改善目標を設けて目標管理を行い、総排水量及び化学物質使用量は維持管理を行います。 

 （２）環境に配慮した住宅を企画開発し、そのＰＲを図ります。 

５． 環境保全関連の行政機関･団体などの環境保全施策に協力し、社会貢献活動を推進します。 

６． 利害関係者から環境関連の要望があった場合、その内容に対して真摯に向き合い対応します。 

７．   環境教育･訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に、 

環境保全に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識･認識の向上を図ります。 

８．   この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

平成２１年１１月１日制定     

平成２９年 ８月１日改定 

令和２年８月１日改定 

 

株式会社 鈴木建設 

代表取締役 鈴木 将介 
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■環境目標（長期） 

当社については、以下の目標を掲げて環境活動に取り組んできました。 

 

基準値より毎年１％削減 

 

過去 3年間の 

平均値    

（第 39-41期） 

※中期目標基準値 

４２期 

2020年 8 月～ 

2021年 7 月 

４３期 

2021年 8 月～ 

2022年 7 月 

４４期 

2022年 8 月～ 

2023年 7 月 

二酸化炭素排出量 

総量 

（kg-CO2/

年） 

71,012 70,301 69,598 68,902 

電気使用量 
総量 ㎾ 

（原単位） 

23,210 

(33.1) 

22,977 

（32.7） 

22,747 

（32.3） 

22,519 

（31.3） 

ガソリン使用量 
総量 ℓ 

（原単位） 

21,887 

(31.2) 

21,668 

（30.8） 

21,451 

（30.4） 

21,236 

（30.0） 

軽油使用量 
総量 ℓ 

（原単位） 

3,361 

(4.8) 

3,327 

（4.7） 

1,646.5 

（2.3） 

1,630 

（2.2） 

産業廃棄物 

排出量 

総量 

（トン/年） 
128 126 125 124 

廃棄物再資源化率 
％ 

(％/年) 
90 92 93 94 

環境対応住宅の 

提案率 

％ 

(％/年) 
90 90 90 90 

※街中営業所の二酸化炭素排出量は事務所と合算して目標を定める。 

※原単位は売上高 100 万円あたりの数値とする。 

※基準値は年度毎に上下するため過去 3年間の平均値とした。 

※軽油使用車が１台減った為、目標数を半分とした。 
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■環境目標の達成状況（実績） 

当社における目標値および活動期間中の実績は以下の通りである。  

 
 基準値 活動期間 

目標値 

2021年 8 月～ 

2022年 7 月 

（第 43期実

績） 

 

達成率 
評価 

二酸化炭素排出

量 

総量 

（kg-CO2/

年） 

71,012 69,598 54,643 121% ◎ 

電気使用量 
総量 kwh 

（原単位） 

23,210 

（33.1） 

22,747 

（32.3） 

29,596 

(37.4) 

77% 

（86％） 
☓ 

ガソリン使用量 
総量 ℓ 

（原単位） 

21,887 

（31.2） 

21,451 

（30.4） 

15,213 

(19.2) 

141％ 

（158％） 
◎ 

軽油使用量 
総量 ℓ 

（原単位） 

3,361 

（4.8） 

1646.5 

（2.3） 

1,967 

(2.4) 

84％ 

（95％） 
× 

廃棄物排出量 
総量 

（トン/年） 
128 125 148 84％ ☓ 

廃棄物再資源化

率 

％ 

(％/年) 
90 93 94.5 101％ ○ 

環境対応住宅の 

提案率 

％ 

(％/年) 
90 90 90 100% 〇 

※評価において◎：達成率 110％超 〇：100～110  △：90～100未満  ×：90未満 

※電力排出係数は 0.472を使用して比較を実施 

※新しい環境配慮住宅の提案とはＺＥＨ対応住宅、テクノストラクチャー工法・制振装置の販売促進を指す。 

※総排水量は、担当者の勘違いにより集計ができていなかったので来期からまた集計を始めます。 
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【二酸化炭素排出量】 

二酸化炭素排出量は目標を達成。 

電気の使用量は去年より抑えられていたが、目標には届かなかった。特に冬の使用量が去年より多いのでエ

アコン・暖房機器や照明などの使用が多かったことが原因ではないかと思う。個人ごとに暖房を使用してい

るが、自身の体調管理も必要の為どこまで協力を仰ぐべきか考えていきたい。引き続き社内の協力が必要。 

ガソリンは僅かばかりだが、減少している。ただし、減ったのは営業車の方のみで現場使用のガソリンは去年

より増加している。軽油に関しては営業で使っていた軽油車が無くなったことで目標値を半分にしてみたが、

その目標は達成できていない。今後様子を見ながら目標を定めていきたい。 

 

【廃棄物排出量】 

産業廃棄物排出量の目標数値は達成できなかった。 

コンクリ、アスコンがらの排出があった為、全体量は目標値を上回った。 

去年に比べて数量が落ちたのは大型の解体工事の数が少なかったからである。 

弊社は再資源化率の項目では、建設混合廃棄物の割合が多いので影響が出やすい。 

なるべく再資源化できるよう分別を頑張りたい。 

 

【環境配慮住宅の提案】 

ＳＤＧｓなどが広がり、環境問題に対する興味も広がっているが、同時にコスト面の問題が残っている。 

ＺＨＥやグリーン化事業の補助金なども紹介しながら、利点などを説明していく。 
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環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

当社では、環境目標を達成するために以下の通り具体的な項目を推進してきた。 

  

環境活動計画 

取り組み内容  

推進 

担当者 

実

施

者 

 
８ 

月 

９ 

月 

１０ 

月 

１１ 

月 

１２ 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 
次年度の取組 

電気使用量の削減 

【工場内製造現場】 

・使用していない機器の電源オフ 西野 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・作業場内の不使用場所の消灯、不要箇

所の滅灯 
西野 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・コンプレッサーのエア漏れがないこと

の確認 
西野 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【全事務所】 

・長時間未使用のパソコン・コピー機等

の電源オフ 
中山 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・対処時のパソコン・コピー機の電源オ

フ 
中山 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・トイレ不使用時・通路不使用時の照明

の消灯 
中山 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ 

・LED電球採用の検討 社長  
計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

検討の段階 
実績 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

【その他】 

・適正な冷暖房温度（室内温度の見直

し） 
中山 

全

社

員 

計画 ● ● - - ● ● ● - - - - ● 
継続 

実績 ○ ○ - - ○ ○ ○ - - - - ○ 

・節電対応型機種への変更ならびに導入

の検討 
社長  

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

・ガソリン・軽油使用量の削減 中山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ △ ○ △ △ 

廃棄物の削減とリサイクル化 

・定められた方法に従って分別 中山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ 

・種類ごとの廃棄物置場に収集・分別 中山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ 

・混合物の分別によるリサイクル化の向

上 
中山 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ 

・紙などはリサイクル業者へ譲渡 中山 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 
実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 



11 

 

 

  

環境配慮住宅の提案率、テクノストラクチャー 

・営業会議 社長 
全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・２０３０年までにZEH住宅を全体の

50％とする 
社長 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

・テクノストラクチャー物件の提案率を

上げる 
社長 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ○ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：◎ ⇒出来ている  ○⇒改善されてきている  △⇒現状維持  ×⇒悪化している 
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■環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

大気汚染物質、水質汚濁物質、騒音、振動等の違反について遵守状況を確認した結果、違反はなかった。

また、関係機関等から特に指摘等も無かった。くわえて訴訟等も同様に１件も無かった。 

 

■環境法規制一覧表（2022年 10 月 15日） 

名称 当社の現状 根拠事項 要求事項 要求に対する

対応 

浄化槽法 使用有 第 10条 保守点検・定期清掃（年１回）（法１０） 対応済 

静岡県生活環境

の保全等に関す

る条例（施行規

則） 

自動一面カンナ盤 ２台 

超仕上げカンナ盤、直角二面カン

ナ盤 

テーブル帯ノコ盤、パネルソー、 

集塵機      ６台 

第 25条 

設置届提出済み 対応済 

廃棄物処理法 ① 産廃業者への委託 第 12条第 5項・第

6項 

・廃棄物処理委託契約書の作成と 5年間

保存 

対応済 

② 産業廃棄物の保管・排出 第 12条第 2項 ・廃棄物の適正保管（コンテナ、表示板） 

③ 産業廃棄物管理票（マニュフ

ェスト）の使用 

第 12条の 3 ・不法投棄の禁止および廃棄物分別の徹

底 

・マニフェストの発行と期間内返却およ

び保管 

④ 管理票交付状況報告書の提

出 

第 12条の 3第 7項 ・各工事の管轄健康福祉センターに 6月

末までに提出 

⑤ 産業廃棄物多量排出事業者  1000t以上排出の場合計画書を提出する 該当なし 

フロン排出抑制

法 

 

（特定製品） 

業務用エアコン４台 

第 16条 管理事業者基準 

・廃棄時の専用マニフェストの使用 

・定期的な自主点検（3か月毎） 

対応済 

家電リサイクル

法 

 

冷蔵庫 

テレビ 

 

第 6条 ・特定家庭用機器を長期間使用し、廃棄

物となる事を抑制する。 

・廃棄物として排出する場合は、運搬す

る物等に適切に引渡し料金の支払いに応

じる。 

該当なし 

小型家電リサイ

クル法 

デジタルカメラ 

パソコン 

第 6条 量販店の回収ＢＯＸにいれる。 

レンタル先の会社に回収してもらう。 
該当なし 

グリーン購入法 購買品の一部で実施 第 5条 できる限り環境物品等を選択する様に努

める。 
対応済 

利害関係者から

の環境関連の要

望 

該当無し  発生の場合は適宜対応する。 

 

 

■環境上の緊急事態への対応 

当社における緊急事態は異常気象（地震・火災）の発生を特定し、予防措置として訓練を実施する 

※原則として毎年 5月に実施する。今年度は 2022年 5 月 16日に実施した。 
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■代表者による全体評価と見直し結果 

 

評価日：（２０２２年 １１月 ２２日） 

評価者：代表取締役 鈴木 将介 

（１） インプット情報 

① 運用および順守事項の状況 

エコアクション２１の構築状況並びに運用状況は積み重ねができていて、環境関連法等の順守状況に

ついても良好である。なお当社では内部監査を実施しない。 

 

② 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

この 1年は、現時点で「苦情を含む利害関係者からの重要な情報」はない。 

 

③ 組織の環境パフォーマンス 

この 1年は「組織の環境パフォーマンス」は電気、廃棄物量が目標達成できていない。ガソリン使用

量の減少など、組織内における法令遵守の意識の向上、省エネの意識の向上は認められる。 

 

④ 環境目標の達成 

電気、廃棄物量の目標が達成できていない。 

⑤ 問題点の是正処置及び予防処置の状況 

電気については社内での空調管理、ＬＥＤ電球等の使用の検討を進める。冬の電力消費が大きいの

で、暖房・照明の仕様が大きいのではないかと思う。夏はエアコンのみだが、冬は個々に使う足元の

暖房機器が追加されるのでそれも大きいと思われる。なので着るもの等でも各自調整を図って良けれ

ばいいと思う。 

弊社は混合建設廃棄物の割合が大きいので、再資源化率はその数値に依存している。弊社にできる対

策としては分別、事務所内でのごみを減らすなどできることを徹底していきたい。 

排出量は解体工事の件数が少なかったこともあり、目標数値には達していないが減少している。 

環境配慮住宅については今後とも提案を続ける。金額などの点もあるが、なるべくパターンを作り、

提出提案し、補助金の活用も進めていきたい。 

 

⑥ 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

個々での服装の調整など、気をつけ、冷暖房に頼りすぎないようにできていた。 

まだまだ電気、廃棄物の数値が大きいので、もう少し分別や照明等電気機器の使い方を考えたい。 

 

⑦ 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

この 1年は、運用見直しにつながる「環境法規制等の制定、改正、廃止」はない。 

 

⑧ 改善のための提案・その他 

現時点で、環境マネジメントシステム見直し記録（１／８）～（７／８）の項目以外の「レビューに

あたって考慮する事項」に該当はない。なお、「改善のための提案」も現時点ではない。 

（２） 全体の評価 

エコアクション２１の認証を受け早いもので 12年が経過しました。 

この間に事業の受注内容（住宅以外の受注も増加）など変化し以前に比べ産廃の状況も変化してきました。 

これに対応すべく社内の体制も変化させてきましたが依然状況は整っていません。 

社内の設備も同様に建築当初からの機器類を使用し今の時代にマッチしている物ばかりではありません。 
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但し現在使用している設備類を大幅に変更するとなると経費が掛かる為少しずつ更新をしていきたいと考え

ています。 

SDGSの対応をせまられているので改めて自社を取り巻く環境を社内外と協力し合い見直す時期がきています。 

（３） 次年度への取組み（見直し） 

① 当社内に継続的な改善活動の意識を浸透させ、各取組み事項に対して全社員が積極的に参加して 

活動を行うこと。 

② 環境目標の見直しの実施 

 

■社会貢献活動 

 

・古切手回収（会社に届いた郵便物等の古切手回収） 

 たばこ協会に提出後、福祉協議会にて収集。各種福祉活動に使われている。 

・会社に面する道路の美化 

 花を植える、清掃をする等美化に努めている。 

・ペットボトルキャップ回収 

 回収事業者に持っていく。その後、ワクチンの代金へと変換。 
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■見直し後の環境目標（基準値 －１％ずつ） 

 

過去 3年間 

(39期～41期）  

の平均値 

※中期目標基準値 

４２期 

2020年 8 月～ 

2021年 7 月 
 

４３期 

2021年 8 月～ 

2022年 7 月 
 

４４期 

2022年 8 月～ 

2023年 7 月 
 

二酸化炭素排出量 

総量 

（kg-CO2/

年） 

71,012 70,301 69,598 68,902 

電気使用量 総量 ㎾ 23,210 22,977 22,747 22,519 

ガソリン使用量 総量 ℓ 21,887 21,668 21,451 21,236 

軽油使用量 総量 ℓ 3,361 3,327 1,646.5 1,630 

産業廃棄物 

排出量 

総量 

（トン/年） 
128 126 125 124 

廃棄物再資源化率 
％ 

(％/年) 
90 92 93 94 

環境対応住宅の 

提案率 

％ 

(％/年) 
90 90 90 90 

※街中営業所の二酸化炭素排出量は事務所と合算して目標を定める。 

※環境対応住宅の提案率は中期目標と同じとする。 

※軽油に関しては 2021年から営業車が無くなった為、以降目標値を４２期実績の半分とする 

※売り上げ高に対する指標を削除。 

 

 

 

 

 

 

 

 


